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業　績　概　要

　東北（１棟），関東（16棟），関西（12棟）および九州（８棟）の広い範囲を対象に，合計37棟に及ぶ解
体調査（各部の下地・仕上げ材を撤去した上で構造体に発生している劣化を直接確認する調査）を実施し，
築年数が主に30～40年前後以下の近年の構法による木造住宅の腐朽・蟻害実態を明らかにしました。
　以上の調査結果を部位別，部材別，高さ別などに整理・分析した上で，従来から被害の多さが指摘され
ていた土台，床組み材に加えて，雨水漏洩や結露などを原因として近年の住宅では，梁・桁・胴差などに
も被害が広がっていることを明らかにするとともに，近年の住宅構法と腐朽・蟻害の発生状況との関係を
明らかにしました。
　以上の実態調査およびその分析結果から，建築基準法施行令第49条で定められている地盤面上１m以
内の構造部分に対する防腐・防蟻措置に加えて，１階構造部分全体への防腐・防蟻措置の必要性を指摘し
ました。また，ベタ基礎とした建物でも蟻害が木部構造体に発生している事例があることを指摘するなど，
これからの木造住宅における防腐・防蟻工法が目指すべき方向性を提案しました。

今後の取り組み

　木材は，水や虫に晒されなければ何百年も使用できる素晴らしい材料だと思っております。ただし，色々
な原因から木材に劣化被害が生じている事例も多数見られ，木材を使いたくても使えない，または，どの
ように使えば良いかわからないという声もあります。木材保存は，こうした課題を解決することができる
技術であると思います。今後も住宅の劣化実態調査を継続し，木材保存がなぜ必要なのか，どういったと
ころに必要なのか，を実際の事例を基に説明できるようにしていきたいと思います。
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